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執筆者紹介
みんな日頃から何かしらの活動をして

いる人ばかりなので、気になった人が

いたらチェックしてみてね。

天満でたこ焼き屋を営む。また、無類の
ジャズ好きが高じて、新進気鋭の音楽
ライターとしても多方面で活動してい
る。関西ジャズ無料情報誌『WAY OUT 
WEST』でトラッド・ジャズに関する
コラムを絶賛連載中。座右の銘は創造
と啓蒙。

しらきたかね

シカクの書籍担当・副店主。漫画を描い
たり、生きていくためにデザインの仕
事をしたりもしている。カナヅチなの
に沖縄でダイビングをし、何とか生還
したものの死ぬ程怖かったのでもうや
りません。魚はかわいかったです。

たけしげみゆき

シカク店長。たまに音楽をやったりも
してます。なか卯の180円の冷やしそ
ばがおいしすぎることに気付いて週１
で食べてます。

巴大樹

「チュンチュンガオピッピ」という名前
でコミティアを中心に漫画を発表して
います。現在は「きんのきつつきの、」と
いうタイトルの動物中学生 の不条理漫
画をシリーズで描いています。
http://ccgp.main.jp

ナツキいぬコ
朝しか歯を磨かない系旦那と、他人の
ことはつべこべ言わない系嫁からな
る、加古川の夫婦フォークユニット。
「播州スラッジフォーク」と銘打ってブ
ログと路上呑みの明け暮れ。自宅の洗
面所で録音した29曲入りのCDRが
AERAいう雑誌で紹介されて喜んでる
系フォークです。実家の両親に軽四を
買ってもらいました。

カニコーセン

1986 年生。てんびん座。引っ越しばか
りの人生で最近は兵庫県民。短歌も好
きだがパンも好き。

奈良絵里子

東京・高円寺在住。カタハバワークス
代表。2010 年頃からフリーペーパー
『So not A !!』を不定期刊行。短編漫画
の執筆や雑貨作りも行う。バンド余命
百年のデザイン担当。夏限定で物干・
T・シャツ雄に名前を切替中。秋ごろに
カタハバワークスで初の展示をやりま
す！

物干竿之介

シカクオンラインショップのメルマガ
いつでも購読募集中！

シカクオンラインショップのメルマガ
いつでも購読募集中！

シカクに入荷した商品の最新情報やじんわりくる
コラムなどを隔週金曜でお届けする、シカクオンラ
インショップメルマガの購読いつでも募集中！編
集長は3月からシカクのCD・音楽担当を任命され
たほか、フリーライター、バンドマン、酒飲みなど
様々な肩書きを持つスズキナオさん。今すぐ登録し
てサブカルなのになんかゆるい絶妙な空気を吸収
し、荒んだ心を癒そう！

登録方法

①シカクオンラインショップにアクセス（検索してね）
②ページ上部のメニューから「メールマガジン」を選ぶ
③メールアドレスを入力して「登録」を押す
④金曜まで待つ

よろし
くね！

てんちょうの

ファンシー　コラム❁
✾✾ ✾✾魅惑の第７回！

今年は梅雨っぽさのない年だったなぁと思う。
５月末に毎年電車の忘れ物市というのが天神橋でやって
いて、色々なものが売っているのだけれどやっぱり電車で
一番の忘れ物と言えばぶっちぎりで傘なのだそうだ。中に
はブランドものの傘もちらほら売っていた。
ブランドものの傘は買わなかったが、透明の使い捨て傘
しか持っていなかったため、もっと雨の日を楽しめるよう
にとおしゃれな傘を買った。
早く雨が降らないかなと雨の日が待ち遠しくなって、ふ
と小学校１年生のときの梅雨の季節を思い出した……

当時僕は入学直後のバタバタがやっと落ち着いてきた頃
で、近所に住んでいた宗たんと長谷部みよちゃんとよく遊
んだり、一緒に下校したりしていた。
ぼくの家と学校は目と鼻の先にあり５分も歩けば余裕で
着く。マンションの9階に住んでいて、そこから校舎が見え
るくらい近いので、ここに長い滑り台作って、毎日通学でき
たらいいのになぁと思っていた。そんな短い帰路だが、一角
田んぼになっているところがあり、そこがみよちゃんと宗
たんとの待ち合わせ場所になっていた。
ある梅雨の日の登校中、ぼくはそこで２人を待っていた。
少し早く出てしまったのでぼーっと田んぼを見ていたのだ
が、雨の日だったので、小さいアマガエルがいっぱい出て来
て大合唱していた。それがすごくかわいくて、僕は雨が降っ
ているにも関わらず傘をたたんで、傘で蛙をつついて遊ん
でいた。すると後ろから「何してるの？」と声をかけられた。
あ、同じクラスの「カワサキ」さんだ。字がうまくて頭がい
い。
容姿端麗というか大人びていて、眼鏡をかけていて物静
かな、とても小学１年生に見えない子だった。「蛙かわいい
ね。」といいながら一緒の傘に入れてくれた。多分あれが人
生初の相合傘だったと思う。
その日は登校中ということもありすぐ行ってしまったの
だが、その出会いが一目惚れになり、僕は雨の日を心待ちに
した。で、雨が降ったら帰り道に、友達に先に帰ってもらい
一人で雨に濡れながらずっと蛙をつっついていた。１度う
まく帰り道にみつけてくれて「また蛙見てるんだ。好きなん
だね」と言われたのを覚えている。
だけど6月のある日カワサキさんは引っ越しすることに
なった。
せめてそれまでにもう一回一緒に蛙をみたいなとおもっ
たけど、どうも学校が終わったらすぐ帰ってしまうみたい
で、それ以降一緒に見ることも話をすることもなかった。
１年生の１学期しか一緒じゃなかったけど、今でも覚え
てる。
今は何してるんだろうな。
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